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【手続補正書】
【提出日】平成31年4月9日(2019.4.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各サウンドオブジェクトが複数のチャネルに存在する１つまたは複数のサウンドオブジ
ェクトからなるマルチチャネルオーディオ信号を再生する装置（１０）であって、
　所定の聴取ゾーン（１６）の前方の第１の円弧（１４）の周りに離間して設けられた複
数の第１のスピーカ（１２）であって、前記第１のスピーカ（１２）の各々は前記聴取ゾ
ーン（１６）に面し、実質的にそこから等距離である、第１のスピーカ（１２）と
　前記聴取ゾーン（１６）の後方の第２の円弧（２０）の周りに離間して配置された複数
の第２のスピーカ（１８）であって、前記第２のスピーカ（１８）の各々は前記聴取ゾー
ン（１６）に面する、第２のスピーカ（１８）と
　前記オーディオ信号の各チャネルから増幅された信号を生成するように構成された増幅
器（２８）であって、増幅された信号の各々は対応する第１または第２のスピーカ（１２
、１８）に供給される増幅器（２８）と、を含み、
　それにより使用中、前記装置（１０）から離間した地点でのＳＰＬは前記聴取ゾーン（
１６）でのＳＰＬより小さくなるように各サウンドオブジェクトは１つまたは複数のスピ
ーカ（１２、１８）によって再生される、装置（１０）。
【請求項２】
　第１のスピーカ（１２）の各々が前記聴取ゾーン（１６）から離間しているのと同じ距
離だけ前記装置（１０）から離間した地点の前記ＳＰＬは、前記聴取ゾーン（１６）の前
記ＳＰＬよりも１５ｄＢ小さい、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　第１および第２のスピーカ（１２、１８）の数は少なくとも１３であり、第１のスピー
カ（１２）の前記数は第２のスピーカ（１８）の前記数よりも多い、請求項２に記載の装
置。
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【請求項４】
　前記複数の第２のスピーカ（１８）は前記第１のスピーカ（１２）よりも前記聴取ゾー
ン（１６）の近くに設けられる、請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　前記装置（１０）は前記聴取ゾーン（１６）の後方に設けられたエンクロージャ（２６
）をさらに備え、前記増幅器（２８）および第２のスピーカ（１８）は、前記エンクロー
ジャ（２６）内に収容される、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記装置（１０）は前記エンクロージャ（２６）内に収容されたサブウーファ（２４）
をさらに備える、請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　第１のスピーカ（１２）の各々は対応するエンクロージャ（３２）内に設けられ、隣接
する第１のスピーカ（１２）の前記エンクロージャ（３２）は互いに接続されて連続する
円弧を形成する、請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記マルチチャネルオーディオ信号は請求項５から請求項７のいずれか１項に記載の前
記装置によって生成される、請求項３に記載の装置。
【請求項９】
　１つまたは複数のサウンドオブジェクト信号からマルチチャネルオーディオ信号を生成
する方法であって、
　各サウンドオブジェクト信号に対して、複数の無相関幅信号を生成することであって、
前記幅信号の前記振幅は実質的なガウス分布に従う、生成することと、
　複数のパン信号を生成するために前記複数の幅信号を処理することであって、各パン信
号は少なくとも１つのチャネルにマップされる、処理することと、
　前記オーディオ信号の各チャネルに対して、そのチャネルの各サウンドオブジェクトか
らの前記パン信号を組み合わせることとを含む、方法。
【請求項１０】
　各幅信号の位相を無相関化する前記ステップは各幅信号に異なる位相オフセットを加え
、各幅信号の前記位相オフセットを周期Ｔで変更することを含む、請求項９に記載の方法
。
【請求項１１】
　前記実質的なガウス分布はユーザが設定可能な標準偏差に従う、請求項９に記載の方法
。
【請求項１２】
　前記ユーザ設定可能な標準偏差は、各サウンドオブジェクト信号に対して設定可能であ
る、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記幅信号の合計の前記振幅が前記サウンドオブジェクト信号の前記振幅に等しくなる
ように、前記幅信号の前記振幅を正規化するステップをさらに含む、請求項１１に記載の
方法。
【請求項１４】
　各サウンドオブジェクト信号を処理して深度補正信号を生成し、前記深度補正信号から
前記複数の幅信号を生成することをさらに含む、請求項９に記載の方法。
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